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序
山陰の小京都 として知 られ る津和野町には、恵まれた 自然環境の中で先人たちが生活 してい

た証である貴重な文化財が数多 く残 されています。今回、西谷地区で県営中山間地総合整備事

業に先だって発掘調査 をお こないま した。発掘調査の結果、中世から近世にかけての金属生産

関係遺物などが出土し、中世集落変遷の一端が次第に明らかになってきました。

本書が埋蔵文化財の理解 ・普及 に寄与 し、学校教育 ・社会教育 ・学術研究の一資料 として活用
いただけれ.ば幸いです。最後になりま したが、発掘調査に際して多大なご理解 ・ご協力をいた

だきま した島根県益田農林振興センター及び関係各位に対 し、心より厚く御礼申し上げます。

平成16年3月25日

津和野町教育委員会

教育長 斎藤 数弘

例言

1.本 書は、津:和野町教育委員会 が2002(平 成14)年 度 に島根 県益 田農林振興セ ンター か ら委託
かのあし つ わ の む らき にしだに であ い で あい ま と ば

を受けて実施 した、島根県鹿足郡津和野町大字 邑輝、通称西谷 ・出合地区に所在する出合的場
て らが だいま えだとのがわち

遺跡 ・殿河 内遺跡 ・寺 ヶ台前 田遺跡 の発掘調査報 告書で ある。調 査費の一部 につい ては、文化

庁国庫補助費 を使用 してい る。

2.調 査にあたって は、下記 の方 々に遺跡 ・遺物 について ご指導 いただいた。記 して謝意 を表 します。

(敬称略)

伊藤徳 広(島 根県教育庁文化財課)、 松 島 弘(津 和野町文化財保護審 議会会長)、

渡辺 一雄(梅 光学院大学)

3.調 査 にあたっては、下記 の方 々にご協力 いただいた。 記 して謝意 を表 します。(敬 称略)

岩本 匠、斎藤勲 、前 田貢(土 地所有者)

水津満 男、西尾克 巳、守 岡正 司、渡辺聡、有原 八郎 、近藤英 隆、宮本正保 、澤 田正明、椿真 治、

角 田徳 幸、東森 晋、池 田善文、森 田孝一、遠藤浩 巳、大野芳典

4.金 属遺物分析 につい ては村 上隆氏(奈 良文化 財研究所)に 依頼 し玉稿 を賜 った。 記 して謝 意

を表 します。 また、一部の分析 につ いては、㈱ コベル コ科研 に委託 してお り、附編1は この分

析 内容 に基づ く。

5.出 土陶磁器 につ いては、村上勇氏(広 島県立美術館)に 鑑 定いただいた。記 して謝意 を表 します。

6.出 土石製 品につ いては、松里英男氏(山 口地学会)に 表 面観 察に よる石材 同定 をいただ いた。

記 して謝 意 を表 します。

7.自 然科学分析業務 については文化財 調査 コンサル タン ト株式会社 に委託 した。

8.本 書 に用いた方位 は、第1～3図 は真北、 その他 の図 は国土調査法第 皿座標 系 に基づ く座標

北(日 本 測地系)で ある。

9.本 書 に用 いた土色 は下記 に準拠 した。

農林水産省農林水産 技術会議事務 局(監 修)『 新版標 準土色帖』1998年 版

10.遺 物注記等 に用 いた調 査番 号は下記の とお りで ある。

出合的場遺跡 第1次 調査DMB-1

殿 河 内遺跡 第1次 調査TNG-1

寺 ヶ台前 田遺跡 第1次 調査TDM-1

11.遺 構番 号は遺構種別 ご との番 号 とし、下記略号 を もちい た。連続 して調査す る こととなった

3遺 跡 での遺構 番 号の混 乱 を避 けるため、遺構 番 号は下記 の とお りと した。(一 部欠番 あ り)

SB:掘 立柱建物跡 、SD:溝 、SK:土 坑 、SX:そ の他 の遺構 、SP:ピ ッ ト・柱 穴

遺跡名 SB SD SK SX SP

出合的場遺跡 一 一 一 一 一

殿河内遺跡 1～5 一 1～5 1～8 1～44

寺ケ台前田遺跡 11^一19 1～9 11～52 11～38 101～750

12.調 査 に伴 う記録 類及び 出土遺物 は、津和野町教育委員会 で保管 している。

13.本 書は永 田 ・椋 木の協力 のも と、宮 田が編集 にあたった。
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第1章 西谷地区発掘調査の経緯

第1節 発 掘調査 に至 る経緯

西谷地区において県営中山間地総合整備事業(ほ 場整備)が 計画 され、事業主体である島根県

益田農林振興センターと津和野町教育委員会は、埋蔵文化財の取 り扱いについて協議を重ねてき

た。遺跡の詳細な範囲を事前に把握す るために、2000(平 成12)年 度には西谷出合地区全域 にっ

いて国庫補助事業 として試掘調査を実施 した。その後、事業主体者 と再協議の結果、遺跡の確認

された範囲の うち掘削 され る部分について本発掘調査 をおこな うこととなった。2002(平 成14)

年度に本発掘調査をおこない、2003(平 成15)年 度に発掘調査報告書を作成することとなった。

第2節 調査体制

今 回の調査体制 は、下記の とお りで ある。

調査主体 津和野町教育委員会

事務局 〃

調査担当者

調査補助員

調査補助員

発掘作業員

11

11

1!

教育長 斎藤 数弘

教育次長 斎藤 誠、廣石 修

文化係 米本 潔

文化係 宮田 健一

嘱託 永 田 茂美

臨時:職員 椋木 牧子

青木 正充 、青木正 子、岩本 昭子、岩本和子 、岩本 トヨ子 、前 田貢 、村 上茂子 、岩本 二郎、

波 田香保里 、耕 野保 、徳本 静夫、 出本孝人、三浦久男 、河野実 、倉増信男 、石井 忠、陶 山晃

第3節 調 査 の 経 過 と方 法

発掘 現地調査 は2002年9,月11日 ～10,月10日 に出合 的場遺跡、10,月16日 一11.月29日 に殿河

内遺跡 、12,月2日 一2003年3,月10日 に寺 ヶ台前 田遺跡 の順 に実施 した。発掘調 査後 には 町広報

誌上 に発掘速報 を掲載 した。
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第2章 位置 と環境

第1節 地 理 的環境

現在の行政区は、津和野町大字邑輝、西谷 ・出合地区である。津和野市街地か らは、直線距離

にして約5km北 西方 向の位置にある。遺跡は標高約210mに 位置 し、津和野川の支流である白石

川 ・西谷川 に隣接す る。 白石川 と西谷川の合流する出合地区には出合的場遺跡があり、出合地区

から西南西方向に延びた長 さ約2kmの 細長い谷盆:地である西谷地区には、殿河内遺跡 と寺ヶ台前

田遺跡がある。なお、西谷地区は地元では通称 「にしだん」 と呼ばれる。

第2節 歴史的環境
たか た やまさき

津和野の歴史は、これまでのところ縄文時代早期にまで遡 り、高田遺跡、山崎遺跡からは押型
あ たか かねざき

文土器が出土 している。また、高田遺跡からは中期の阿高式、後期中頃の鐘崎式土器 がま とまっ
おおかげ にしびら

て発見され、対岸の大蔭遺跡か らは後期後半の西平式土器が採集 されるなど、当時この地域が九

州地方の情報の及ぶ範囲であったことが窺える。弥生時代後期後半か ら古墳時代前期にかけての

集落が高田遺跡で確認 され、在地の土器群に混 じって吉備地方か ら運ばれてきた外来の土器が発
きべ かじ ばら

見されている。町内の古墳は、津和野川最上流の木部地区において鍛冶原古墳群が確認 されてい
じょうわしょうほう

るのみである。高田遺跡か らは奈良 ・平安時代の緑紬陶器、皇朝十二銭の一つ承和昌寳(836年
いわみのくにかのあしぐん の の こ う み の ぐ ん かのあしごう

初鋳)、 大量の土師器、須恵器が発見 されてお り、当時石見国鹿足郡能濃郷(元 美濃郡鹿足郷)

と呼ばれていたこの地域の重要な拠点が高田地区にあったもの と思われる。
よ しみ

中世津和野の領主吉見氏は、弘安5(1282)年 に元憲再防備のため能登国から津:和野北部の木

部地区に入 り、その後14C代 に津和野城を構えたと伝えられている。文献では吉見氏入部以前の

記録はほ とん ど残 されていないが、これまでの高 田遺跡 の発掘調査では12・13C代 の白磁が大

量に出土 してお り、吉見氏入部以前に津和野地方に有力者が存在 していたことが考古学的証拠 に

よって明 らかにな りつつある。中世の津和野城の大手口は近世以降の大手 口とは反対側の喜時雨に

あったと伝 えられ、吉見氏の居館も同地に存在 していたとするのが通説である。西谷地区には 「的

場」・「殿河内」・「寺ヶ台」・「前田」な どの中世村落の様子を示唆する字名が残 り、寺ヶ台五輪塔

など中世以降の石造物も見受けられる。

関ヶ原の役後、吉見氏は毛利氏に伴い萩に移るが、その後坂崎出羽守の16年 間の治領 となり、

津和野城の大改築 ・城下町整備など、現在の町並みの基礎 となる大事業が行われた。その後、亀

井氏1!代225年 間の治世を経て明治維新を迎えることとなる。
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第1図 関連遺 跡位置 図(1/50,000)

1出 合的場遺跡2殿 河内遺跡3寺 ヶ台前田遺跡4ト ウノウ城跡5畑 ヶ迫城跡

6畑 ヶ迫遺跡7堀 家宝筐印塔8伝 山大将の墓9笹 ヶ谷銅 山跡

10津 和野城跡1!木 薗遺 跡(吉 見氏居館跡)12高 田遺跡13喜 時雨遺跡

14横 瀬遺跡15大 原遺跡16土 井原遺跡
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第2図 発掘 調査 対象範 囲の現況 図(1/2,500)

4
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第3図 西谷 出合地 区試掘調査 区配置 図(1/5,000)
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第3章 発 掘調査 の結 果

第1節 出合 的場遺 跡 の調 査

1.概 要

古道(地 籍図中のいわゆる赤線)の 南側に設定 した調査区である。 この道は津和野藩主が領内

を巡検する際に使用 した と伝え られてお り、津和野城下と北方の木部地区を結ぶ主要な道で あっ

た。発掘調査の結果、遺構は確認できなかった。 トレンチを3本 発掘 したところ、埋土は砂利層で、

かつては水が流れ、洪水により一時に埋没 した と考えられる。包含層か らは、土師器底部、貿易

陶磁器な どが出土 してお り、中世以降に埋まったと推定 される。

第4図 出合 的場遺跡調 査 区全図(1/250)

○印は遺物出土地点。番号は第6図 の遺物番号。
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1

Oa

Ob

Oc

灰褐色粘土(2000年 度試掘調査TP2埋 土)

暗褐色土(河 川護岸工事撹乱土)

灰色粘土(石 垣構築撹乱土)

1a灰 黄褐色 土(10YR5/2)

1b灰 色粘質 土(N6/0)旧 耕 作土

2a灰 褐色土(7.5YR5/2)

鉄 ・マ ンガ ン分を多 く含 む。 旧床 土

2b灰 褐色 土(7.5YR4/2)

2c暗 褐色砂質 土(7.5YR3/3)

2d灰 褐色砂質 土(7.5YR5/2)

3a灰 褐色土(7.5YR5/2)炭 少量

3b褐 灰色土(7.5YR5/1)炭 少量

第5図 出合的場遺跡 トレンチ2土 層断面図(1/40)

4a灰 褐 色土(7.5YR5/2)炭 少 量

榿色 ・灰 黄色砂 質土粒 を多 く含 む

4b灰 黄褐色砂礫(10YR5/2)

4cに ぶい黄榿色砂礫(10YR6/4)

4d褐 灰 色土(10YR5/1)

1～5cmの 石 を非常 に多 く含 む

5a灰 褐 色粘質土(7.5YR5/2)炭 少量

5b褐 灰 色粘質土(7.5YR5/1)炭 少量

5c褐 灰 色砂質土(7.5YR5/1)

6a灰 オ リーブ色砂質 土(5Y6/2)炭 少 量



トレンチ調査の結果、 トレンチ2中 間の試掘調査区TP2周 辺で中世かと推定される遺物がまと

まっていたことか ら、平面発掘ではこの範囲を中心に調査することとした。

平面発掘の結果は、水田造成土中に遺物が出土する状況であ り、造成土の厚い南東側を中心に

遺物が出土 した。平面調査の結果、遺構は確認 されず、遺物 も原位置を保った状況ではないと考

えられたため、調査範囲中央部のみの平面調査 とした。

2.基 本 層 序

発掘 前の表土 お よび床 土等 は、重機 に よ りあ らか じめ除 去 した後の トレンチ土層 断面で あ る。

基本層序 は、撹乱 土で ある第0層 、 旧水 田の旧耕 作土 まで の第1層 、 旧水 田の造成土 と考 え られ

る第2層 、灰褐色 ～褐 灰色 系の土で ある第3層 、砂礫 混 じり土で ある第4層 、灰 褐色～褐灰色 系

の粘質土 である第5層 、灰 オ リーブ色系 の砂質 土で ある第6層 に大別 され る。 第3～6層 には炭

を少量含む 土があ るが、すべ てが人為的 な ものであ るか ど うかは断定 できなか った。 出土遺物 の

多 くは、 旧水 田の造成土 と考 え られ る第2層 に含 まれ ていた。

3.遺 構 に 伴 わ な い 遺 物

1は 土師器 皿の 口縁部 で、 中世以降 のものである。2は 貿易陶磁器 の青花碗 で、16C後 半の も

ので ある。3は 内外 面 に藁灰紬 のかか った陶器 の向付で、外 面に は山形 の沈線 文が施 され る。茶

道 具の一っ で、萩焼 と考 え られ る。4は 縄文期 と考 え られ る打製 石斧 であ り、砂岩 製か と考 え ら

れ る。

第6図 出合的場遺跡出土遺物(1/3)

出合的場遺跡出土遺物
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第2節 殿河内遺跡の調査

1.概 要

西谷川 と背後の山に挟まれた100×50m四 方以内の狭い範囲にある遺跡であることが、 これ

までの試掘調査の結果か ら推定されていた。今回の本調査の結果、遺跡西半は西谷川の氾濫原で

あり、遺跡東半で中世前期の集落跡の一部が発見された。遺跡西辺付近は後世の水 田造成によっ

て削平を受 けてお り、遺構は発見できなかった。遺構には掘立柱建物跡2棟 、土坑6基 がある。

遺跡の主体は、調査 区外北側にあるものと考えられる。

2.基 本 層序

先行 してお こなった試掘調査の結果から、発掘前の表土 ・床土、および近世以降の造成 と考え

られ る土層は、重機 によりあらか じめ除去 した後の トレンチ土層断面である。基本層序は、撹乱

土である第0層 、現代の水 田耕作土の第1層 、現代の水田床土の第2層 、近代以前の造成土ある

いは旧耕作土と考 えられる第3層 、近代以前の水 田の旧床土と考えられる第4層 、中世包含層で

ある第5層 、無遺物包含層である基盤土の第6層 に大別 され る。特に第4層 の旧床土には、多量

の硬化 した鉄 ・マンガン分が沈着 しており、遺構検出を困難にした。

第7図 殿河内遺跡調査区全図(1/400)
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第8図 殿河内遺跡遺構配置図(1/120)
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1褐 灰 色粘 土(10YR5/1)

2a明 赤褐 色 土(2.5YR5/6)

2b黒 褐 色 土(5YR2/1)

3a褐 灰 色 土(10YR5/1)

3b灰 黄 色 土(2.5Y6/2)

4a榿 色 土(7.5YR6/6)

下面 にマ ン ガ ン分 沈着

4b黄 灰 色 土(2.5Y6/1)

4c明 黄褐 色 土(10YR6/6)

4d黒 色 土(10YR2/1)

マ ンガ ン分 沈 着

5a灰 黄 褐 色 土(10YR5/2)

炭 を多 く含 む

5b褐 灰 色 土(10YR4/1)

炭 を多 く含 む

6a褐 色 土(7.5YR4/3)

3～5cmの 石 を多 く含 む

6b褐 灰 色 砂礫(10YR4/1)

1～30cmの 石 を非 常 に多 く含 む

6cオ リー ブ灰 色 土(2.5GY6/1)

6dに ぶ い褐 色 砂 質 土(7.5YR5/4)

第9図 殿河内遺跡 トレンチ3北 壁 土層断面図(1/40)

i
-
N
i

包 含層

1～6d (トレンチ3の 土色番号に対応)

6d

遺構 覆 土 、 埋 土

SK1覆 土 ・SP38埋 土

1灰 黄 褐 色 土(10YR5/2)炭 を多 く含 む

SK1埋 土

皿 褐 灰 色 土(10YR4/1)炭 を 多 く含 む

SXl

IIa

IIb

SX2

N

赤褐色土(10R4/4)焼 土

暗赤灰色土(10R3/1)焼 土

炭

第10図 殿河内遺跡調査区東壁 土層断面図(1/40)



3.遺 構

発掘 された遺構 には、土坑 、炭 ・焼土 関連遺構 、掘立柱 建物跡 、柱 穴 ・ピッ トがあ るが、紙 面

の 関係か ら主要 な遺構 について のみ 図示 した。

(1)土 坑

検 出 され た土坑はいずれ も約10cm以 下 と浅い ものが多 い。

SK1約8.4×2.4m以 上、深 さ約6～2cmの 浅い不整形土坑。土坑南 半は、調査 区外 に続

い てい る。調 査 区南 壁 の土層断 面の検討 に よ り、SB1の 柱 穴で あるSP38がSK1の 埋 土で

あ る皿層 を切 って掘 り込 まれてい るこ とが確認 で きる。 調査 時には1・ 皿層 をSK1埋 土 と して

いたが、再検討 の結 果、1層 はSK1の 覆 土で あ り、皿層 のみ がSK1の 埋土 であ ると考 え られ

る。SK1の 検 出は1層 上面 と認 識 してお こな った ことか ら、土坑底 で検 出 したSB1～3の 柱

穴SP36～41に つい ては、本 来SK1の 埋 土で ある皿層 上面 にて検 出 され る ピッ トを見…落 と し

た恐れが あ る。 また、SB1～3が 土坑 と重な るため、掘立柱建物SB1～3の いず れか を建 て

る際の整 地の痕跡が 、土坑 と して残 った可能性 がある。 なお 、SK1の 埋 土で ある皿層上面 よ り

焼土層SX1が 検 出 された。SK1の 底面で ある皿層下面 で炭層SX2・7・8が 検 出 され てい る。

中世以降 の土 師質 土器・小片お よび炭が 出土。

SK2約2.5×0.95m、 深 さ約10cmの 浅 い不整形 土坑。 土坑底 よ り、SB3を 構成 す る

SP43が 、検 出 され た。土層 断面 か らSP43はSK2に 先行 す る と考 え られ る。 また、SK

2南 西 隅底 よ りSP8が 検 出されたが、SK2と 同時期 か先行す る と考 えられ る。炭が 出土。

SK3約1.5m×0.85m、 深 さ約6～4cmの 浅い不整形 土坑。 中世 以降の土師質土器小片 お

よび炭 が出土。

SK4約2.1×0.85m、 深 さ約5cmの 浅い不整形土坑。切 り合 いか ら、西側 にあるSP15

に後 出す ると考 え られ る。 出土遺物 な し。

SK5約3.5×2.8m、 深 さ約4cmの 浅 い不整 形 土坑。 土坑北 半は調 査 区外 に続い てい るが、

後 世の水 田造成 に よって失 われてい る。土坑南東 部で は、切 り合 いか らSK5に 後 出す るSP27・

29が 検 出 されてお り、SP27はSB5を 構 成す るピ ッ トと考 え られ る。 同 じSB5を 構成す る

と考 え られ るSP42が 土坑西半 の底か ら検 出 され てい るが、鉄 ・マ ンガ ン分 の沈 着 が著 し く土

坑上面で検 出 され るピ ッ トを見落 とした恐れ が ある。SB5がSK5と 重 なるため、SK1と 同

様 に掘立柱建 物SB5を 建 て る際の整地 の痕跡 が、土坑 として残 った可能性 がある。 なお、2000

年 度試掘調査 区TP7はSK5の 西半 の一部 を調 査 していた ことが今回の調査 で分 かった。 中世

以降の土師質土器小片 お よび炭 が出土。

1灰 黄褐色粘質土(10YR5/2)→SK2埋 土

炭を少量含む

黄褐色～褐色土粒 を多く含む

2褐 灰色粘質 土(10YR5/1)→SP43埋 土

炭を少量含む

3灰 色砂質粘 土(5Y6/1)→ 基盤層

第11図SK2・SP43(1/40)
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(2)焼 土 ・炭 に 関 連 した 遺 構

SXlSK1上 面で検 出 され た焼 土層で、焼成 の強いHa層 と焼成 の弱いIIb層 に分 かれ る。

IIa・IIb層 を合わせ た規模 は約33×14cm以 上、厚 さ約5cmで 南 半は調査 区外 に続 い てい る。

その検 出位 置か ら、SB1あ るいはSB2の 床面 に伴 う炉跡等 の痕跡 であ る可能性 が考 え られ る。

SX2SK1下 面で検 出 され た炭層 で ある。約22cm×52cm以 上で南東隅 は調査 区外 に続 く。

SX3焼 土 ・炭 を伴 った土坑 で ある。切 り合 いか らSX9お よびSP21に 先行 す る。残存 す

る規模 は約80×60cm、 深 さ33cmで あ る。 北西側 の壁面付 近で、被熱 した焼 土層 であ る4・5層

が検 出 され た。焼 土直上 には、木 目が残 る板 状の炭層 であ る3層 が薄 く検 出 され 、焼 土が顕著 で

なかった遺構南東 半の壁面 に も3・3'層 が検 出 されて い る。SX3の 底 面か らは焼石 が検 出 さ

れ てい る。 これ らの状況か らSX3内 において火 が焚 かれた と考 え られ る。

SX4

SX5

SX6

SX7

SX8

SX9

出 し 、

埋 土に炭 を多 く含ん だ ピッ トであ る。約65×55cm深 さ7cm。

埋 土に炭 を多 く含ん だピ ッ トであ る。約40×20cm深 さ5cm。

埋 土に炭 を多 く含ん だピ ッ トであ る。約30×15cm深 さ4cm。

SK1下 面で検 出され た炭層 であ る。約10×8cm。

SK1下 面で検 出され た炭層 であ る。約16×8cm。

現 地調査 時 にはSP44と して発掘。 後 にSX9に 改 め る。切 り合い か らSX3よ り後

SP21に 先行す る。残存す る規模 は約95×80cm、 深 さ47cmで あ る。北西側 の壁 面付 近

で、木 目が残 る板状 の炭 層で あるD層 が2枚 重 なって検 出 され た。

第12図SX3・SX9・SP21(1/20)

SX3

1灰 黄 色 土(2.5Y6/2)

下 面 に鉄 ・マ ンガ ン分 沈 着

2灰 褐 色 土(7.5YR4/2)

炭 を少 量 含 む

3炭

3'炭(焼 土 を少 量 含 む)

4赤 色 土(10R4/6)

焼 土

5極 暗赤 褐 色 土(2.5YR2/2)

炭 を少 量含 む

SXg

A灰 黄 色 土(2.5Y6/2)

鉄 ・マ ンガ ン分 沈 着

B灰 黄 色 土(2.5Y6/2)

C灰 褐 色 土(7.5YR4/2)

炭 を少 量 含 む

D炭(板 状)

基 盤 土

6暗 灰黄色土(2.5Y5/2)
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第13図SB1(1/60)

(3)掘 立 柱 建 物 跡

推 定 した建物 が重 な り合 うため、少な くとも2時 期以上 にわたっ て建 て替 えがお こなわれ た と

考 え られ る。

SB12×1間(約5.7×1.7m)以 上 と考え られ る。 主軸 はN83。Eで あ る。 建物 の北 西隅 と

推 定 され 、建物南東側 は調査 区外 に続いてい るもの と推定 され る。SP41で は、掘方埋土 よ り暗い

埋 土で炭 を多 く含 む径約13cmの 円形 の柱痕 が確:認 され 、柱痕 の東側 の掘方埋 土上部 には焼 石が

埋 まっていた。

SB22×1間(約4.3×2.2m)以 上 と考 え られ る。主軸 はN83。Eで ある。建 物の北辺 と推

定 され 、建物 南側 は調 査区外 に続 いているもの と推定 され る。

SB32間 の柱 穴列(約3.7m)と して検 出 され たが、建物 の北辺 と推 定 され 、建物 南側 は調

査 区外 に続い ている もの と推 定 され る。 主軸 はN89。Eで ある。SB3南 端 のSP43はSK2に 先行

す る ことが、SK2の 埋土 か ら明 らか である。 なお、SP43に は、 ほぼ全 面が焼 けた川原石 が1個 埋

め られ ていた。

SB42問 の柱 穴列(約4.Orn)と して検 出 され たが、建物 の北東辺 と推定 され、建物 南西側

は調査 区外 に続いて いる もの と推定 され る。主軸 はN6goWで ある。 北端のSP6はSP7に 切 ら

れ ている。

SB5や や柱 問が不揃 いな3問 の柱 穴列(約3.8rn)と して検 出 され たが、建 物の南辺 と推定

され 、建 物北側 は調査 区外 に続 いてい るもの と推 定 され る。主軸 はN79。Wで あ る。SP33はS

P32に 切 られ る。

3.遺 物

(1)遺 構 内 遺 物

遺構 内か ら出土 した遺物の うち、 図化 できた ものは1点 のみであ

る。5はSK3の1層 か ら出土 した 中世土師器 の底 部であ る。

(2)遺 構 外 遺 物

中世 の遺物(6～19)と 縄文 時代 の遺物(20～22)が 出土 してい る。

6～13は 中世 土師器 で、6～8は 口縁端部 の残 る皿 、9は 口縁

端部 の残 る圷、10～13は 底部 の一部 と考 え られ る。14～17は 中

世雑器i類で、14～16は 土師質焼 成、17は 瓦質焼成。14は 鍋 口縁 、

15は 足鍋 の体部 で脚 部 が剥 落 した跡 が残 る もの、!6は 鉢 口縁 、17

第14図SK3出 土遺物
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は揺鉢体部 と考 え られ る。18は 中世須恵器 の体部 で、外面 には格子 目タタキがあ る。19は 土錘 で、

中世土器 に伴 うもの と推 定 され る。

20・21は 縄文 時代 中期 の並木式 と考 え られ る縄 文 土器 で あ る(注1)。 胎 土に滑石 を含 ん でい

るこ とか ら、外 部か らの搬 入 品で ある可能性 が高い。外 面 には弧状 の沈線文 が施文 され てい る。

22は ノッチ の見 られ るチ ャー ト製 の剥片 であ る。 人為的 な遺物 であ るとすれ ば、縄文 土器 に伴 う

もの と推定 され る。

(注1)渡辺聡氏のご教示による。

第15図 殿河内遺跡の遺構外出土遺物

殿河内遺跡の遺構外出土遺物
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第3節 寺 ケ台前 田遺跡の調査

1概 要

前記2遺 跡 と比較 して、中世の遺構 ・遺物が多く検出された遺跡である。

調査期間が限られていることから、ほ場整備で掘削 される第1遺 構面を主対象に平面発掘調査をお こ

ない、第2・3遺 構面については一部 トレンチ調査によって確認調査を実施するに留めた。

2.基 本 層 序

先行 しておこなった試掘調査の結果か ら、発掘前の表土 ・床土、および近世以降の造成であることが

確実 と考えられ る土層は、重機 によ りあ らか じめ除去 した後の トレンチ土層断面である。基本層序は、

現代の水 田耕作土の第1層 、現代の水田床土の第2層 、近世以降の水田造成土 と考えられる第3層 、第

1黒 色帯である第4層 、第1～2黒 色帯の間層である第5層 、第2黒 色帯である第6層 、第2～3黒 色

帯の問層である第7層 、第3黒 色帯である第8層 、第3黒 色帯より下層である第9層 に大別 される。 こ

のうち、第4層 以下が、近世前半期以前の遺物包含層および遺構面であ り、第4層 下面が:第1遺 構面、

第6層 下面が第2遺 構面、第8層 下面が第3遺 構面である。いずれの層も水分を多 く含んだ粘性土であ

り、柱材等の有機質遺物の残存状況が良好であったが、調査は冬季であることも加 え難渋 した。

第16図 寺 ヶ台前 田遺 跡 グ リツ ド ・トレンチ配置 図(1/400)
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00

i

1耕 作 土

2床 土

3a褐 灰 色 土(10YR4/1)

3b緑 灰 色 粘 土(10GY6/1)

4黒 褐 色 土(10YR3/1)

炭 を少 量含 む

5aに ぶ い 黄 褐 色 土(10YR5/3)

5b灰 黄 色 粘 土(2.5Y6/1)

6a暗 灰 色 粘 質 土(N3/0)

炭 を 少 量含 む

6b褐 灰 色 粘 質 土(10YR5/1)

① ～⑥は 自然科学分析用試料No.1～6の 採 取層位 を示す。

(ただ し、⑤⑥ にっいては図示 した位置 より約1m北 東側 の調査区法面 より採 取)

7aに ぶ い 黄褐 色 粘 質 土(10YR5/3)

炭 を少 量 含 む

7b褐 灰 色粘 質 土(10YR5/1)

7c灰 黄褐 色 粘 質 土(10YR5/2)

黄 褐 色 粒 子 を多 く含 む

8黒 褐 色粘 質 土(7.5YR3/2)

第17図 寺 ケ台前 田遺 跡 トレンチ4南 壁 土層 断面 図(1/40)

9aに ぶ い黄 褐 色 土(10YR4/3)

炭 を少 量 含 む

9b灰 黄褐 色 土(10YR4/2)

9c褐 灰 色 砂 質 土(10YR5/1)

炭 を わず か に含 む

9d青 灰 色 粘 土(10BG5/1)

9e黒 褐 色 砂 礫(5YR3/1)

9fに ぶ い 褐 色 砂 質 土(7.5YR5/3)
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第18図 寺 ケ台前 田遺跡遺 構配置 図(1/120)
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3.遺 構

寺 ヶ台前 田遺跡 では、SK11～52、SD1～9、SX11～38、SB11～19、SP101～750(い ずれ も途

中欠番 あ り)を 確認 した。 紙面 の関係 か ら、一部 の特徴:的な遺構 につい てのみ の図示説 明 となっ

た こ とをお 断 りしてお く。

(1)土 坑

SK17Q51Gで 検 出。長 軸約3.3m、 短軸1.3m以 上。土坑 の東 半は、後世の水 田造成 に よっ

て掘削 された と見 られ る段 があ るため、不 明で ある。SK17の ほぼ 中央 を直交 して、SD1が

切 られ てい る。底面の一部 で、弱 い焼 土お よび炭 を検 出 した。

SK19R51G(TR3の 東端)の 調 査 区法面 において検 出。土坑東側 は後世の水 田造成 に よっ

て失われてお り、西半 のみが遺存 してい た。残存す る規模 は約1.7m×1.3mで 、深 さは約70cm

で あった。埋 土は4層 に分 け られ、下 半のC・D層 には大量 の石 が埋 まってい た。 その石の大 半

は焼石 であ るとい う特徴 を持つ。 出土遺 物は、小片 のため図示 は していない が、焼 けた壁 土状 の

土製品9片 が焼石検 出までの ところで出土 してい る。

SK38S52Gで 検 出。長軸約0.8m、 短軸約0.65m。 埋土 よ り、瓦質 土器鍋 口縁 部(23)が 出土。

SK42T52・53Gで 検 出。 長軸約1.3m、 短軸 約0.6m。 埋 土 よ り、土師器圷 か と見 られ る

底部(24)が 出土。

SK47T52Gで 検 出。 長 軸 約1.6m、 短 軸1.2rn以 上、 石 の上面 よ り底 面 ま で の深 さ約

17cm。 北辺 の状況 は、 トレンチ2の 先 行発掘 に よ り不 明 とな った が、 トレンチ 内で終 わってい た

と推 定 され る。土坑 北西半 か らは、約5～35cmの 自然石 が検 出 され た。 石 の うち一部 には、被

熱痕 が見 られた。石 の上 下の埋 土か らは、青磁盤 の小片(25)、 白磁 の 口縁部 小片(26)が 出土

してい る。

SK48S52Gで 検 出 し、一部がS53Gに かか る。長軸約4.4m、 短軸約1.4m。 中央 をSK

35が 切 ってお り、長 い土坑が西半 と東 半に分 断 されてい ると理解 した。埋 土 よ り、萩 焼の陶器皿

(27・28)、 白磁 口縁部(29)、 土師器 皿(30・31)、 砥石(32)が 出土。

SK51S53Gで 検 出。長軸約1.3m、 短 軸約1.2m。 主な切 り合 いは、SK50を 切 り、SK

52・SX35に 切 られ てい る と判 断 した。埋 土 よ り、瓦質 土器 足鍋 の脚 部(33)が 出土。

SK52S52・53Gで 検 出。長 軸約1.3m、 短軸約0.6m。SK51を 切 ってい ると判 断 した。

埋土 よ り、土師器 口縁部(34)が 出土。

(2)溝

SDlQ51Gで 検 出。長 さ4.4m以 上、幅 約0.4m。 検 出時 の遺 構切 り合 いで は、SD1は

SK17に 切 られてい る と判 断 した。SK17の 東側 断面AA'ラ イ ンにおいて も、SD1の 断面

が確認 で きなかった こ とも、切 り合い を判 断す る材 料 と した。SD1は 途 中で、北東方 向に分岐

してお り、分岐 した溝 は両側 に浅い段 を持 ち、やや 幅広 となる。

SD2Q51・52Gで 検 出。長 さ6.Om以 上、最大幅約1.8m。 埋 土よ り、土師器皿底部小片(35)、

土錘(36)が 出土。

SD3調 査 区北部 のQ・Rグ リッ ド境 で検 出 された溝 で、長 さ約9m、 最大幅約1.8m、 深

さは上流 側で約0.1mと 浅 く、下流側 で約0.8mと 深 くなる。 トレンチ4がSD3を 横断 して

お り、 トレンチ調査 時 には土坑(SK13)と して調査 した。 トレンチ4の 東 端土層 断面は 、 こ

のSD3の 土層断面 を一・部 を図化 してい る。調 査 区法面で溝iの横 断面を検 討 した ところ、埋 土は
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A褐 灰 色 土(10YR4/1)

4層 よ りや や 暗 い 。 炭 を少 し含 む。

B黄 灰 色 土(2.5Y4/2)

C灰 赤 色 土(2.5YR4/2)

焼 土 を多 く含 む。 炭 を少 し含 む 。

D褐 灰 色 土(10YR4/1)

炭 を多 く含 む。

4～9dト レンチ4の 土色番号に対応

第19図SK19(1/40)

第20図 SK47(1/20)
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第21図SD1・2、SK17周 辺 平 面 図(1/60)

第22図SD1・2、SK17断 面 図(1/30)
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第23図SD3(1/60)

4層 に分 け られ、6a層 か ら3a層 まで長期 にわたって次第 に埋 まっていった様子 が確認 で きた。

埋土 中か らは、15C代 を中心 とす る遺物 が多 く出土 してお り、 この頃 に埋 まっていった ことが推

定 され る。 埋土 よ り、青磁碗(37)、 焼締陶器(38)、 土 師器皿底部小片(39)、 中世雑 器土器小片(40・

41)が 出土。

SD4(欠 番)

SD5R52Gで 検 出。長 さ約2.5m、 幅20cm。

SD6R52Gで 検 出。長 さ3.3m、 幅15cm

SD7R52Gで 検 出。長 さ3.1m、 幅50cm

SD8(欠 番)

SDgS52・T52Gで 検 出。長 さ5.3m以 上 、最 大幅約2.2m。 溝の埋土 中に は、集石 が含

まれ てい る。集石 は、一部列状 とな ってい るよ うに も見 られ るが、石上面の レベル が水平では なく、

ゆるや かに傾斜 して続 いてい ることか ら、建物跡 に直接伴 う石 ではない と考え られ る。
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第24図 SD9(1/40)

(3)炭 ・焼 土 関 連 遺 構

調査 区北端 を中心 に炭 ・焼土 の広 が りが確認 され た。焼 土の大半は、強い焼 け しま りではな く、

比較 的弱い被熱状態 で あった。調 査時 に水洗選別用 のサ ンプル 土壌 を採 取 してい ないため、鍛冶

遺構 で あ るか ど うかの断 定 は出来 ない ものの、SX24は 形状 か ら金床石 であっ た可能性 が高い

と推 定 され る。 以下、特徴的 な遺構 の概要 である。

SX24Q51Gで 検 出 した。長軸約59cm、 短軸約29cm、 深 さ約8cmの 土坑で ある。土坑 の北 半には、

上 面がほ ぼ平 らでわずか に皿状 に湾 曲 し、強 く被熱 した金 床石状 の石 が据 え られ てい る。石 の被

熱 面は、南東端 を除 く上面 のほぼ全 面 と、北西辺、南西辺 で ある。石 に接 した土坑北西端 の上部

には、焼 土層 が存在 していた。

SX26Q51Gで 検 出 した。長軸約80cm、 短軸約60cmの 範 囲で、炭 の広 が りと部分 的な焼 土

層 が確認 された。

SX38

S53Gで 検 出 した。 当初 はSP404と して検 出 した遺構 であ る。 調査 の過 程で埋 土 に炭 を多 く

含 み、 ピ ッ ト下半 で土師質 土器 の集積 が確認 された こ とか ら、調査 後 にSX38に 改 めた。 規模;

は34×28cm、 深 さは8cmで ある。遺構 の南東 半 の底 面 に土師質土器 が5枚 重 なって 出土 した。

上 か ら43、44～45、46、47が 出土 しているが、現地調査 時には4枚 のみ(取 り上 げNo.A・B・C・

D)と 認 識 して取 り上 げたた め、44と45を 一括 して取 り上 げて しま っている。 出土状況 は43～

46が 底面 を上 に して裏返 した状況 で、47の みが底面 を下 に して正位 置で出土 してい る。
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(4)段 状遺構

トレンチ2～4の 土層断面に

おいて、7層 の下に段状遺構 の

存在 が確認 されてい た こ とか

ら、 これ らの段状遺構が連続す

る一連 の遺構であるか どうか確

認す るため、 トレンチ7を 設定

した。また、 トレンチ3～5の

問においても、この段状遺構が

続 くかどうか確認す るため、 ト

レンチ8～10を 設定 して トレ

ンチ調査 をした。 これ らの トレ

ンチ調査は、既に4層 下面の遺

構面の調査が終了 してお り、ほ

場整備による掘削はない予定の

レベルであったが、当遺跡の変

遷過程を知る重要な遺構である

と考 えられたため実施 したもの

である。

調査の結果、 トレンチ7に お

いては連続 して段状遺構 が検出

され、 トレンチ8に おいても段

状遺構 を示す 土層 が確認 され

た。 トレンチ9・10に ついては、

段状遺構が トレンチ内に入って

い るか どうか断定で きな かっ

た。

トレンチ7・8に おいて は、

段状遺構の下側(南 東側)に 集

石列が確認 されたことから、段

状遺構 を埋めて盛土造成する際

に石 を埋め込んだか、あるいは

段状遺構にあった石積が埋めら

れる際に破壊 された跡である可

能性 もあ る。今回調 査 をお こ

なった第1遺 構面の うち南東辺

の下層には、段状遺構を伴 った

さらに古い中世遺構面が埋蔵 さ

れているものと推定される。

第25図SX24(1/10)

第26図SX38(1/6)

(数字は遺物番号)
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第27図SB11・12(1/60)
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第28図SB13・14(1/60)
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(5)掘 立 柱 建 物 跡

少 な くとも3時 期以 上 の建 物跡 が重複 して い るが、主軸 か らSB11と12、SB13と14が そ れぞ

れ 同時併 存 していた と推定 され る。 なお 、下記 に推 定 した掘立柱建物跡 を構成す る柱穴 か ら出土

した柱根 を主 と して、樹種 同定 をお こなってい る。 同定結果 は、附編2の とお りで ある。

SB113間(6.6m)×1間(4.1m)の 掘 立 柱 建 物 を 推 定 し た 。

SB122間(4.Om)×1問(2.3m)の 掘 立 柱 建 物 を 推 定 し た 。

SB133間(7.8皿)×3間(5.9m)の 掘 立 柱 建 物 を 推 定 し た 。

SB143間(6.4m)×1間(2.2m)の 掘 立 柱 建 物 を 推 定 し た 。

SB153間(6.9m)×2間(4.2m)の 掘 立 柱 建 物 を 推 定 し た 。 この うち、お よそ半数 の ピッ

ト内に柱根 が残 され ていた。SP398・726の み針葉樹材 で あるモ ミ属 の木が用 い られ てお り、他 の

柱穴 の柱材 が広葉樹材 を多用 してい る状況 と比べ て、明 らか に特殊 な状況 であ る。SP398・726と

もに隣接 してお り、 この柱 間が約1間 となる1.9mで ある ことか ら、 この2柱 穴が一連 の建物 を

構成 していた ことは ほぼ確実 と考 え られ る。。

SB162間(4.2m)以 上 ×2問(3.Om)の 掘 立柱建 物 を推定 した。

SB172間(6.3m)×2間(6.Om)の 掘 立柱 建物 を推定 した。

SB182間(4.8m)以 上 ×2間(4.Om)以 上の掘 立柱建 物 を推定 した。

SB193間(7.Om)以 上 の柱 穴列 で構成 され る掘立柱建物 を推定 した。ただ し、この建物跡 のみ、

他 の建物跡 と主軸が大 き く異な ってい るため、復元 に問題 があ る可能性 もある。

第29図SB15(1/60)
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(6)柱 穴 ・ピッ ト

遺跡内からは、数百の柱穴・ピッ トが検出されたが、特記すべきは柱根の出土が多いことである。

これは、遺跡の土質が水分を多く含んだ粘性土であることが、良好な保存に結びっいた要因であっ

た と考えられる。柱根の発見状況は、遺構面直上を発掘時または遺構面検出時に、地面にぽっか

りと穴が空き、穴の下から柱根の上部が見えて発見 されるとい うことが多かった。 このことか ら、

柱材が建物建て替え時に当時の生活面(発 掘の遺構面)で 切 られ、後に水田造成により埋 められ、

年月を経て乾湿 を繰 り返 した柱の上部のみが腐朽 し、周囲の土が粘性土であるために埋まること

がな く空洞化 したものと推定される。また、柱根は柱の上部が南東側(下 側)に 傾いた状況で発

見されることが多かった。 このことも遺跡の土質が粘性土であるため、当時生活をする段階にお

いて次第に建物が南東側(下 側)に 傾き、後に建物が廃絶 された(柱 が切断 された)状 況を示す

と推定される。

以下は、一部の特徴的なピッ トである。

SP116柱 穴の南東部か らは柱根が検出され、掘方埋土中から無紬灰色の平瓦(70)と 、白磁(67)

等が出土した。

SP468埋 土中か ら鉱津が出土 した。 このピッ ト中か らの鉱津 の出土は、他のピッ トと比較 し

て多い。

SP576柱 根が良好 に保存 されていた柱穴の一つである。図面の とお り、柱根は柱穴内で大き

く斜めに傾いた状態で検出された。

第30図SP116(1/20) 第31図SP468(1/10)

第32図SP576(1/20)
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4.遺 物

(1)遺 構 内 遺 物

SK出 土 遺 物

SK3823は 瓦質土器 の鍋 口縁部 であ り、端部がやや肥厚す る。

SK4224は 中世 の土師質土器 底部で 、やや厚 く擬i似高台風 に外面 に段 を有す るこ とか ら、中世前

第33図 SK出 土遺物(1/3)
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半期の もの と考 え られ る。

SK4725は 青磁 の盤 口縁部 で15C代 頃か と考え られ る。26は 白磁で、口唇部 は紬薬 が剥げてお り、

外面端部 には凹凸が見 られ る。 この ほか に近世 陶磁器 も出土 してい る。

SK4827・28は 萩焼 の」]1。27の 内面見 込に は2枚 貝状 の 目跡 が残 る。29は 白磁 で15C代 頃か と

考 えられ る。30・31は 土師質土器 」皿。 いずれ もロクロ成形 の薄手 のつ く りで あ り、砂粒 を多 く含

み胎 土不良。30の 底部外面 には板 目状 の圧痕 が残 る。32は 砥石 で、石材 は流紋岩。端 部を含 め4

面が残 る。

SK5133は いわ ゆる足鍋 の脚部 で、端部が獣足状 にやや 曲がる。 土師質焼成。

SK5234は 土師質土器皿 の 口縁部。 ロクロ成 形の薄手 のつ くりであ り、砂粒 を多 く含み胎土 不良。

SD出 土 遺 物

SD235は 土師質 土器1皿の底 部小片。 ロクロ成形 の薄手 のつ く りであ り、砂粒 をあま り含 まず胎

土は良好。 中世 後半期以降 と考 え られ る。36は 土錘。

SD337は 龍 泉窯系 の青磁 碗B2類 。外 面 に片切 りの大きな蓮弁文 があ る。38は 焼締陶器 の体部

で、外 面は暗赤褐色 でハケ 目があ り、 内面 は明赤褐 色でナデ調整 で ある。 中世 の在地系製 品 と考

え られ る。39は 土師質土器皿 の底部小片。 ロクロ成形 の薄手 のつ く りであ り、砂粒 をあま り含 ま

第34図SK出 土遺 物(1/3)

第35図SD出 土遺 物(1/3)
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ず胎土は良好。外面はわずかに擬似高台風に段を有 してお り、段部は沈線が入 る。40は 鍋の口縁

で、端部はやや肥厚す る。表面は黒 く燃 し焼きされているが、焼成は弱く土師質である。41は 肩

部または頸部 と見 られる中世雑器の破片である。内外面 ともナデ調整で、土師質焼成。

SX出 土 遺 物

SX2742は 土 師質 土器皿 の破 片。 ロクロ成形の薄手のつ くりであ り、砂粒 をほとん ど含 まず胎土 ・

焼成 とも精 良。

SX3843～47は 土師質 土器 皿。 いすれ もロク ロ成 形 のやや 薄手 のつ くりであ り、砂粒 をあま り

含 まず胎 土 ・焼成 とも普通。 いずれ に も底 部外面 には、板 目状 の圧 痕が残 る。色調 は、43の み が

にぶい浅黄褐色 を呈 してい るが 、44～47は 明赤褐色 を呈す る。

SB出 土 遺 物

ピ ッ トに残 され てい た柱 根 の大部分 は広葉 樹材 であ るが、一 部 に針 葉樹材 の もの が含 まれ る。

柱根 は断面 円形の もの と、方形 の ものの2種 がある。

SB11

残 存 していた柱材 を見 る と、断面 円柱形 の柱 で構成 されていた建物 であった と考 え られ る。

SP10648は 円柱形 の柱材 であ る。

SP37149は 円柱形 の柱材 で、底部付近 のみが残 っていた。

SP37550は 円柱形 の柱材 で、底 部付近 のみが残 っていた。

SP40351は 円柱形 の柱材 で、底 部付近 のみが残 っていた。

SB12

残存 していた柱材 を見 る と、断面角柱形 の柱で構 成 されてい た建物 であった と考 え られ る。

SP25352は 角柱形 の柱材 であ る。

SP35053は 角柱形 の柱材 の底 部付近のみが遺存 していた と考 え られ る。

SB13

SP37454は 円柱形 の柱材 の底部で ある。

SP48555は 瓦質 土器 の鉢 口縁部で ある。 口縁端部が 内側 にやや肥厚す る。

SB14

SP24556は 断面角柱形 の柱 で ある。

SP58057は 断面円柱形 の柱で ある。

SB15

SP39858は 柱材 で、断面形 は角 柱で ある。表面 にはハ ツ リ跡 が顕著 に残 り、保存状 況が 良好

で ある。樹種同定の結果 は、針葉樹材 のモ ミ属であった。59は 中世雑器 の鍋 口縁部で ある。端

部がやや肥厚す る。表面 がやや黒 く燃 され ているが、焼成 は弱 く土師質焼成気 味である。

SP42660は 柱材 で、断面形 は 円柱で ある。表 面には一部 にハ ツ リ跡 が残 り、保存状 況が比較

的 良好 であ る。61は 、 さ し銭状 で出土 した銭 貨で ある。保存 状態 が悪 く分離 していないた め、

銭種 の確認 は未 了で ある。

SP57962は 柱材 で、断面形 は角柱 である。底部付近 のみが残 存 していた。

SB16

SP34163は 青磁の小皿 口縁部 である。
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第36図 SX出 土遺物(1/3)
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第31図SB11出 土 遺 物(48～51=1/10)

第38図SB12出 土 遺 物(1/10)
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SB17

SP222

SB18

SP507

SB19

SP725

64は 足鍋の脚部である。端部は獣足状にやや曲がる。瓦質焼成である。

65は 柱材で、断面形 は角柱 である。一部 が欠 けた状況で遺存 してい た。

66は 柱材 で、断面形 は円柱 である と考 え られ る。底 部付近 のみ が残存 してい た。

SP(そ の 他 の 柱 穴 ・ピ ッ ト)出 土 遺 物

SP11667は 白磁 のD群 の圷 口縁部 である。68は 褐紬 陶器 の瓶 で、 中国産 の16C代 の もの と考 え

られ る。69は 土師質 土器皿 で、 ロクロ成形 による凹凸が顕著 に残 り、胎 土 ・焼成 とも非常 に良好

である。70は いぶ し瓦 の平 瓦であ る。

SP11771は 銅銭 で、錆 が進 んでお らず保 存良好で ある。銭種 は 「成 平元 宝」か と考え られ る。

SP22072は 陶器皿 の 口縁部 で萩 焼 と考 え られ る。73は 表裏 面 に菱形 の印刻 の見 られ る青磁 で あ

るが、近世 の 日本産 の可能性 が高い と考え られ る。

SP22174は 土師質土器皿 の底部 、75は 土錘 である。

SP23276は 被熱 痕の ある土製 品で、一部 に湾 曲 した面が確認 で きる。

SP23477は 断面形が 円柱 の柱材 である。

SP24978は 錆で覆われた不 明遺物 である。非 常に軽 く、一部 に面が ある。

SP26079は 初期伊 万里系の染付碗 で17C代 と考 え られ る。

SP27980は スサ入 りの土壁状 の土製 品で あ り、被熱痕 がある。

SP30781も スサ入 りの土壁状 の土製 品で あ り、被熱痕 がある。

SP37682は 播鉢 で瓦質 の焼成 良好 なもので ある。 口縁端部 が内側 に肥厚 す る。

SP39583は 擦痕 の ある石 が焼 けて割れ た もので ある。側 面が砥石 と して用 い られた と考 え られ

る。石材 は石英斑岩 あるいは流紋岩 と推定 され る。

SP40084は 白磁 のE1群 の皿 であ る。

SP42885は 揺鉢 で瓦質の焼成 良好 な もの である。 口縁 端部 が内側 に肥厚す る。86は 断面形 が 円

柱 の柱材で ある。

SP44487は 備 前焼の小壷 の 口縁部 と考 え られ る。

SP45788は 青花碗F群 の類で 、16C末 ～17C初 頭 頃 と考 え られ る。

SP46889～91は 金属津 で ある。89は 発泡質状 の もの、90は 流動状 の もの、91は 炉底 津 の可能

性 のあ るものであ る。

SP47392は 鉱 石の可能性 の ある鉱津状 の破 片で ある。他 の鉱 津 と比較 して重量感 がある。g3は

黒碁石 の可能性 のあ る扁 平な玉石で ある。暗灰色 を呈 し、石材 は泥岩 であ る。

SP48694は 鍋 口縁部 であ る。 端部は肥厚す る、瓦質焼成で ある。

SP49895は 青磁碗E群 の底部 で ある。

SP52296は 藁灰紬 のかかった陶器皿 で、近世以降 と考 え られ る。

SP54497は 断面 円柱形 の柱 であ る。

SP54698は 断面角柱形 の柱 である。

SP57699は 断面角柱形 の柱 である。

SP570100は 土師質土器 の底部破 片であ る。外面 には擬似高 台状 に段が あ り、 中世前半期 の可能

性 が高い。
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第39図SB13出 土 遺 物(54=1/10、55:1/3)

第40図SB14出 土 遺 物(1/10)
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第41図SB15出 土 遺 物(58・60・62=1/10、59:1/3、61:1/2)
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SP704101は 中世須 恵器 の甕肩部 で、外面 には格子 目タ タキの痕跡 が残 る。102は 土 師質土器底

部 で、外面 には擬似 高台状 の段 があ る。

SP708103は 砥石 で、焼 けて割れた と考 え られ る。 両端部 以外の全面 を使用 してい る。 石材 は流

紋岩 質凝灰岩 であ る。

SP714104は 土師質土器 体部で ある。

SP730105は 青 花碗C群 で、16C半 ば と考 え られ る。

第42図SB16出 土遺 物(1/3)

第43図SB17出 土遺 物(1/3)

第44図SB18出 土遺 物(1/10) 第45図SB19出 土 遺 物(1/10)
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第46図SP出 土 遺 物(67～69・72・73:1/3、70=1/4、71:1/2)
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第47図SP出 土 遺 物(74-76・781/3、771/10)
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第48図SP出 土 遺 物(79～82・84=1/3、83:1/4)
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第49図SP出 土 遺 物(85・87～93=1/3、86=1/10)
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第50図SP出 土 遺 物(94～96:1/3、97・98=1/10)
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第51図SP出 土 遺 物(99=1/10、100～102・104・105=1/3、103:1/4)
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(2)遺 構 に伴 わ な い遺 物

中 世 ～ 近 世 の 遺 物

106～110は 中国製 の 白磁 で あ る。106は 四耳壺 の胴 部 と考 え られ、 中世初頭 の遺跡 の存在 を

示す ものか、あ るい は伝 世 品で あった可能性 もある。S53グ リッ ド4層 出土。107・108は 白磁D

群 の 口縁。107はTR10の5層 出土。108はS52グ リッ ドのTR7の6層 出土。109は 白磁E1群 の底

部。T53グ リッ ド4層 出土。110は 白磁E2群 。Q51グ リッ ドの3層 出土。

111～118は 中国製 の青磁 で あ る。111は 龍 泉窯系 の皿 の底部 で、 内面 見込 に花文 が刻 まれ て

い る。 出土層位 不 明。112～115は 青磁碗D類:の 端反 りの 口i縁部。116は 同 じ青磁碗Di類 の底部。

117～118は 青磁 の香 炉。117が 口縁部 で内面 は 口縁 端 部 のみ紬 薬 がか か り以 下は露胎 とな る。

118が 底部で 内面全体 が露胎 とな り、やや にぶい褐 色に変色す る。

119～122は 中国製 の青花。119は 染付 碗B群 の 口縁部。120は 染付皿B1群 の底部。121は 染

付碗F群 の 口縁部。122は 染付碗G群 の 口縁部。123～124は 褐紬 系の 中国製陶器 。123は 天 目茶

碗 の 口縁部。124は 褐紬陶器 の瓶 の頸部。

125～126は 中国以外 の貿 易陶磁器 で、朝鮮 陶磁 と考 え られ る もの。125は 瓶 の底 部。 内外 面

とも無紬 の焼締陶器 で灰色 を呈す る。126は 雑紬 陶器 の碗 口縁部。

127～139は 国産の 陶磁 器。127は 中世須恵器 の甕肩 部 と考 え られ る。外 面 には格 子 目タタ キ

が ある。焼成 は不良 の瓦質 焼成で ある。128～131は 焼 締陶器類:である。128・129は 中世備 前焼

の揺鉢。128は129と 比較 して小 型 品であ る。130は 産 地不 明の焼締 陶器 の甕 口縁:部で、 中世遺

物 のひ とっ と推定 され る。131は 上 半が失われ てい る現状 では台付 の鉢 に見 え る。 近世後 半以降

の仏器 のひ とつで ある可能性 があ る。

132～134は 瀬戸美濃焼。132は 天 目茶碗 の 口縁部。133は 輪花皿 の 口縁端部、134は 皿底部 であ る。

135～137は 唐津焼。135は 碗 の 口縁部。136～137は 皿 の底 部。138は い わゆ る初期伊万里 系の

染付磁器。139は 藁灰紬 陶器 の取手部で ある。

140～144は 中世 土師質 土器 の皿 。140は 厚 い底 部 を してお り、 中世 前半期 に さか のぼ る と考

え られ る。141～144は ロク ロ成形 の薄手 の土器 で 中世後 半期 の もの と考 え られ る。141～143

は底 部外面 の稜が 明確 で あるのに対 して 、144は 稜 が不明瞭 であ り、手つ くね成形 の京 都系土 師

器皿 を模 した可能性 が ある。

145～156は 中世 以降の雑 器類 である。145は 中世前半期 の羽釜の鍔部 で、土 師質焼成。146～

149は 鍋 であ る。146は 鍋 口縁 部 で、まだ肥厚 してない 口縁端 を有す る土 師質 焼成 のもの。147・

148は 鍋 口縁部で、肥厚す る端部 を有す る瓦質焼成 の もの。149は 防長 型のい わゆる足鍋 の脚部 で、

端部 が獣足 状 にや や 曲が るもの。150～155は 鉢 でいずれ も瓦質 焼成。151～155に は卸 目が付

け られ ている。156は 瓦質 土器 の甕 口縁部 と考 えられ る。

157～158は 石 製 品類』157は 砥石 で、両端 以外 の4面 に擦 痕 があ り、一 部 には並行す る線 刻

が見 られ る。158は 白色 の碁石 の可能性 があ る玉石 で、石材 はチ ャー ト。

159～160は 銭 貨。159は さし銭状 を して 出土 し、褐色 系 の錆 が表 面 を厚 く覆 ってい る。銭 種

は直接確認 で きないが、錆 の状況 か ら寛 永通宝 の鉄銭 で ある可能性 が高い と考 え られ る。160は

青銅錆 が著 しく遺存状況 不 良のた め、銭種 確認不 能。 模鋳 銭で あ る可能性 が高 い と考 え られ る。

161～162は 板状 の鉱津 であ る。一 見す ると頁岩状 の 自然石 か と見間違 うが、石 に比べ重 量感

が ある。161に は片面 の縁 に隆起帯 が見 られ 、排澤 の過 程 を示 す と考 え られ る。162の 片面 には

気泡 状の粒 が数点残 る。
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163は 土製 品。 スサ入 りの壁 土状 を呈す る破 片で あ り、少 な くとも3面 を有す る何 かの隅 部 で

ある。被熱痕跡 が見 られ る。

縄 文 時 代 の 遺 物

164～165は 縄文時代 の石器類。164は 磨石 で、石材 は石英斑岩。165は 石斧 で、石材 は泥 岩。

第52図 遺構 に伴 わ ない遺 物①(1/3)
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第53図 遺構 に伴 わ ない遺物②(1/3)
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第54図 遺構に伴わない遺物③(1/3)
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第55図 遺構 に伴わない遺物④(1/3)
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第56図 遺 構 に伴 わ ない遺物⑤C1/3)
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第57図 遺構 に伴 わ ない遺物⑥(1/3)
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第58図 遺 構 に 伴 わ な い 遺 物 ⑦

(157^一158,161^一163:1/3,159^一160:1/2)
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第59図 遺構に伴わない遺物⑧(1/3)
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第4章 ま とめ

これまで、『津和野町史』を執筆 された沖本常吉氏が、文献史料の少ない中世以前の地域史を

叙述するために、地名を手がか りに考察 されてきた。西谷 ・出合地区においても、「的場」「殿河内」

「寺ヶ台」「前田」などの字名が 、中世の景観を復元する上で注 目されてきた。 このことを、発掘

調査を通 じて検証 し、さらに地域の歴史を明らかにすることが、今回の調査の大きな目的であっ

た。発掘調査の結果、上記の字名の残る場所のいずれからも中世遺物が出土 してお り、地域 史解

明にとって地名がひ とつの有効な手がかりとなることが確認できた。また、いずれの遺跡か らも

少量ではあるものの、縄文時代に遡る可能性のある遺物が出土 してお り、意外に古 くから人々が

住み始めていたことが分かる。以下、遺跡ごとに特徴をまとめる。

1出 合 的場 遺跡

縄文お よび中世の遺物散布地である。縄文期かとみられる打製石斧が出土。出土遺物量は少量

であり、中世以降のものが主体である。遺構は存在せず、遺物は水 田造成土に含まれ る状況で出

土 した。調査地は遺跡本体ではなく、小規模な遺跡が周辺に存在するとみ られる。

2殿 河 内遺跡

縄文中期の散布地、中世の集落跡である。滑石混 じりの縄文土器が2点 出土 した。 中世遺物は

少量であるが、2時 期以上の掘立柱建物跡 と焼土 ・炭層を確認 してお り、この場所に中世集落が

存在 していたことが裏付けられた。

3寺 ヶ台前 田遺 跡

縄文の遺物散布地、中世～近世の集落跡である。縄文期か とみ られる磨石が1点 出土 している。

上記2遺 跡に比較 して遺物量が多 く、今回の調査地点から西方 にかけての範囲が、西谷地区の中

世遺跡の主体であると考えられる。遺構面が伴 うとみ られ る遺物包含層は4・6・8層 である。

出土遺物から、4層 は16C代 ～近世、6層 は15C代 、8層 はそれ以前である可能性が高い。遺

構には焼土 ・炭の集 中地点が多くあり、ピット内か ら焼石が出土することが多かった。

金属津 の出土は数点のみであったが、銅生産を直接示す板状鉱津が2点 出土した。板状鉱津 は

遺物包含層3層 お よび4層 か ら出土 してお り、特に4層 は16C代 である可能性がある。遺跡周

辺にある銅山としては笹ヶ谷銅山がある。近世～近代に主に稼動 したが、砒素公害があり現在は

閉山している。伝承によると中世の領主吉見氏入部 と同時期の弘安年間(13C末)に 開坑 した と

いわれており、古くに開発 された地点は寺ヶ台前田遺跡か ら約1km北 の畑ヶ迫地区山内であると

いわれている。今回出土 した板状鉱津 は、旧畑ヶ迫村をは じめとした近世の天領でおこなわれて

いた銅生産にさかのぼる資料である可能性があり注 目される。

他に特記する遺物 としては、16C代 の遺物を伴ったいぶ し瓦がある。また、著 しい湧水量のた

め調査は難渋 したが、その反面、有機質遺物(柱 材など)の 保存状態が非常に良好であった。

今回の調査は、遺構の発掘および検討が十分であるとは言えないが、銅 を含む金属生産をおこ

なっていた中世一近世の集落が、この地に存在 していたことは明らかとなったといえよう。

(参考文献)沖 本常吉1970『 津和野町史』第1巻
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津和野町寺 ケ台前田遺跡から出土 した 「鉱津」 について

奈良文化財研究所 村上 隆

1は じめに

島根県津和野町寺ヶ台前田遺跡から、金属の製錬に伴い排出された 「鉱澤」 と思われる遺物が

20数 点出土した。 これらの遺物は一括 して出土 したものではな く、また金属製錬の痕跡を特定で

きる遺構の検出もみていないため、体系的な調査にはならないが、それぞれの遺物の材質的な特徴

をある程度把握 してお くことは、この地域における今後の調査に対する基礎的知見を提供するもの

と考える。

2調 査に供 した資料

島根県津和野町寺ヶ台前田遺跡から出土 した、外見上金属の製錬に伴い排出された 「鉱津」 と考

えられる遺物、24点 である。資料詳細を、表1に 掲げる。

No. 取上番号 遺構 ・包含層層位 種別 法 量(cm) 略測重量(g) 挿図番号
1 296 Q52、4層 津 3.7 2.9 2.1 30

2 683 T53、4層 津(板 状) 4.1 3.3 0.5 16 第58図162
3 725 S53、3層 津(板 状) 5.3 3.2 0.5^一 〇.7 22 第58図161

4 747 SP473 鉱石? 4.3 3.4 2.5 36 第49図92

5 1287 SP467 津 3.4 2.5 2.1 14

6 1289 SP468 津(流 動状) 5.9 2.9 1.6 22 第49図90

7 1290-A SP468 津 6.5 4.9 3.4 72

8 1290-B SP468 津 2.7 2.3 1.4 10

9 1292-A SP468 津(炉 底津?) 6.5 5.7 3.9 174 第49図91

10 1292-B SP468 津(発 泡質状) 3.0 2.8 2.1 10 第49図89

11 1292-C SP468 津(発 泡質状) 2.6 1.7 1.9 4

12 1292-D SP468 津(発 泡質状) 1.3 1.1 o.s 1

13 1292-E SP468 津 4.5 3.6 3.0 46

14 1292-F SP468 津 2.4 2.3 2.0 8

15 1292-G SP468 津 2.6 2.2 1.4 10

16 1292-H SP468 津 2.2 1.4 1.4 6

17 1292-1 SP468 津 2.2 1.4 1.3 4

18 1292-J SP468 津 1.8 1.4 1.2 2

19 1292-K SP468 津 1.6 1.2 1.0 2

20 1292-L SP468 津 1.4 1.3 0.9 1

21 1404-A SP735 津? 4.1 3.3 2.5 20

22 1404-B SP735 津? 4.0 1.9 1.8 8

23 1404-C SP735 津? 3.3 2.2 1.7 6

24 542 SP249
材質不明の遺物

(金属質?)
8.2 6.0 2.0 42 第47図78

番外 一 遺跡周辺 結晶質石灰岩 一 一 一 一

表1寺 ケ台前田遺跡出土の金属生産関連遺物一覧
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3調 査方法

調査は、主に非破壊的手法による蛍光X線 分析による表面からの分析を行 った。ただし、確実 に

鉱津とみなせる資料No.2、No.3に 対 しては、断面の顕微鏡観察を行うとともに、走査型電子顕微

鏡による観察 と微小部分の元素分析を行った。また、No.4、No.9の2資 料に対 しては、資料断面

の光学顕微鏡を用いた詳細な観察を実施した。なお、蛍光X線 分析は、奈良文化財研究所において

実施した。その他の分析は、㈱コベルコ科研において行った。

4結 果 と考察

蛍光X線 分析による非破壊的な分析では、ほとん どの資料において鉄を主成分とし、他の金属元

素が微量に含まれる状況しか窺えない。その中で特に注目するのは、資料No.2、No.3で ある。ど

ちらも薄い板状の形状を持ち、一見同種の鉱津に見える。 しかし、資料No.2は 、蛍光X線 分析

により、主成分の鉄(Fe)と ともに、金属元素 として亜鉛(Zn)、 鉛(Pb)、 などが、微量ながら

観察された。一一方資料No.3か らは、主成分が鉄であることは同様であるが、鉛とともに銅(Cu)

がこれも微量ながら検出された。

資料No.2とNo.3を 詳しく比較検討するために、資料断面の精査を行った。資料の一部を注意

深 く採取 し、これを樹脂に包埋後、丁寧に研磨 した。それぞれの断面を顕微鏡観察 した結果を図1

と図2に 示す。外見では、同じように見えた両者の微妙な差異が読み取れる。資料No.2で は、微

小に濃淡はあるものの比較的均一な基地組織 に、大きいものでは200ｵm程 度の空隙が散見 し、

その中が金属質で詰 まったものが随所に見受けられる。また、資料No.3で は、かな り大きな針状

組織が全体を走 り、その中に非常に微細な金属粒がランダムに存在することがわかる。

両者を構成する組織の材質を詳 しく把握するために、走査型電子顕微鏡によってミクロな観察を

行った(図3、4)。 資料No.2の 基地組織は、主に鉄 とシリコン(Si)の 酸化物からなるファイアラ

イ ト(2FeO・SiO2)で ある。温度がある程度上がった(6000C以 上か)こ とで、本来ならムライ

ト(A1203・SiO2系)化 が進むと考えられるが、鉄がリッチなため、シリコンがファイアライ ト化 し、

所々コランダム(Al203)が 六角板状に析出していることがわかる。そして、その基地組織中に生

じた空隙を埋めるようにパイライ ト(FeS2)と 鉛(Pb)が 析出していることがわかる。石見銀山

遺跡における科学調査において、銀製錬に伴って排出されたカラミの分析によって作成 したフロー

チャー ト1)に 基づ くと、 このような板状のカラミ(鉱 津)は 、製錬の第2～3段 階あた りで排

出されたものと考えられるが、残念ながらパイライ トと鉛の析出が、鉱石の種類 と製錬される金属

を短絡的に語ってくれるとは限らない。造津剤 として方鉛鉱(PbS)が 添加されたことに起因する

可能性もあり、ここでは、硫化鉱物を始原とした金属製錬工程において排出された鉱津 とするに留

める。

一方
、資料No.3は 、詳細な分析の結果、針状に走るファイアライ トの間隙を埋めるように析出

したムライ トが織 り成す基地組織中に、細かく分散していたのは硫化銅(CuS)に 外周を包まれた

ほぼ純銅のコアを持つ銅粒であることがわかった。これらの結果から、資料No.3は 、硫化銅鉱石

から銅を製錬する工程に伴い排出された鉱澤と考えてよかろう。なお、基地組織と銅粒の双方、特

に銅粒中に地球化学的分類で親銅元素や親鉄元素に相当する金属元素、例えば、ヒ素(As)、 アン

チモン(Sb)、 スズ(Sn)な どが微量に残留しているようであれぼ、鉱石の地球化学的特徴を反映

する指標 として注 目できるが、今回実施 した分析では特にこれらの元素の検出をみなかった。

資料No.4は 、表面からの蛍光X線 分析では、大半を鉄が占め、若干のマンガン(Mn)、鉛、亜鉛(Zn)

などの元素を検出した。なお、試料断面の光学顕微鏡観察からは、鉱澤としての特徴 も見えない。
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